
医療とスポーツ 

責 任 者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 人間科学科体育学分野 佐々木 亮平 助教 

担当講座・学科(分野) 人間科学科体育学分野、教養教育センター 

対象学年 1 

区分・時間数 
講義 13.5 時間 

実技 7.5 時間 
期  間 前期 

単 位 数 1 単位  

・ねらい 

現在、日本人の平均寿命は男性８１歳、女性８７歳となり、超高齢社会・老老介護時代である。そ

の背景には、①要介護者が２０２５年には８００万人以上になる。②廃用性委縮のため、加齢ととも

に転倒・骨折、要介護者が増加する。③平均寿命の延伸により、高齢者自身が介護にあたる割合が増

加して、介護そのものが複雑化していくという現状がある。このような現実を直視し、対策を考える

ことは、今後、医療や保健に携わる者にとっては、大変重要なことである。本講義では、医療や保健

分野に必要な運動習慣やスポーツ習慣形成の方法、現場における人間関係づくり、スポーツにおける

体力づくり（コーディネーショントレーニング、レクリエーション実習含む）など、健康寿命を延ば

すためのプログラムについて総合的な角度から、医療や保健を捉えることを学ぶ。 

医療や保健における健康づくりや軽運動・スポーツ活動による体力づくり・介護予防（プログラ

ム）・生活習慣病対策など、日常生活における身体活動の重要性を理解、実践できることを目標に掲

げ、医療人として今後、医療・保健現場に必要なコミュニケーション能力や運動プログラムなどの企

画・立案などの実践力、行動力、健康観を会得できる。 

・学修目標 

（1）地域において運動習慣やスポーツ習慣の形成に携る職種や制度を理解し、医療や保健の現場と

のつながりについて説明できる。 

（2）地域で実践されている運動プログラムの実際を経験し、その方法や効果を説明することができ

る。 

（3）日常生活に必要な運動の実際の一つとして、エアロビクス（有酸素運動）の概要や方法、内容

等を理解し、医療や保健の現場での活用について説明できる。 

（4）地域や各種教室等で実施されているエアロビクス（有酸素運動）の実際について、スポーツと

してのエアロビックを経験し、その方法や効果を説明することができる。 

（5）介護予防と運動の関りから、高齢者の運動器機能を把握し、評価することができる。 

（6）生活習慣病予防と運動の関りを理解し、説明・紹介ができる。 

（7）高齢者の体力測定の評価と各種運動の特性を理解し、運動プログラムの立案作成ができる。 

（8）高齢者の安全な体力測定を実践し、効果的な運動プログラムを説明、紹介ができる。 

（9）女性アスリートが抱える身体的問題とジェンダーについて理解し、医療や保健の現場とのつな

がりについて説明することができる。  

（10）健康づくりにおける栄養の実際について理解し、エネルギー計算を行い、医療や保健の現場で

活用できる。 

（11）災害時における避難所や仮設住宅、感染症拡大時における自宅等での運動不足を考慮した、ス

トレッチや運動の概要や方法、内容等を理解し、医療や保健の現場での活用について説明できる。 

（12）東日本大震災や新型コロナウイルス感染拡大下で行われた運動の実際を経験し、その方法や効

果を説明することができる。 



（13）ポールを活用したウォーキングの歴史や特徴、効果を理解し、医療や保健の現場とのつながり

について説明できる。 

（14）地域で実践されているポールを活用したウォーキングの実際を経験し、その方法や効果等を説

明することができる。 

・薬学教育モデル・コア・カリキュラム（令和 4 年度改訂版）対応項目 

B-2-1 対人援助のためのコミュニケーション、B-2-2 多職種連携、B-3-1 地域の保健・医療、B-3-

2 医療・介護・福祉の制度、B-3-3 医療資源の有効利用、B-5-1 保健医療統計、F-4-1 地域住民の

疾病予防・健康維持・増進の推進、介護・福祉への貢献、F-4-2 地域での公衆衛生、災害対応への貢

献、F-5-1 医療・福祉・公衆衛生の現場で活動するための基本姿勢 

・学修事項 

（1）地域において運動習慣やスポーツ習慣の形成に携る職種や制度 

（2）地域で実践されている運動プログラムの実際（玄米にぎにぎ体操） 

（3）日常生活に必要な運動の実際の一つとしてのエアロビクス（有酸素運動）の概要や方法 

（4）地域や各種教室等で実施されているエアロビクス（有酸素運動）の実際 

（5）介護予防と運動の関りからみた高齢者の運動器機能の把握、評価 

（6）高齢者の体力測定の評価と各種運動の特性をふまえた運動プログラムの立案 

（7）生活習慣病予防と運動の関り 

（8）高齢者の安全な体力測定の実践 

（9）女性アスリートが抱える身体的問題とジェンダー、医療や保健の現場とのつながり 

（10）健康づくりにおける栄養の実際（エネルギー計算） 

（11）災害時における避難所や仮設住宅、感染症拡大時におけるストレッチや運動の概要や方法 

（12）東日本大震災や新型コロナウイルス感染拡大下で行われた運動の実際の経験 

（13）ポールを活用したウォーキングの歴史や特徴、効果、医療や保健の現場とのつながり 

（14）地域で実践されているポールを活用したウォーキングの実際の経験 

・この科目を学ぶために関連の強い科目 

健康運動科学、エッセンシャル生物、薬学入門 

・この科目を学んだ後につなげる科目 

健康運動科学、環境衛生学、保健衛生学、チーム医療リテラシー 

 

・講義・実技日程                   

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

4/19 金 3 体 育 学 分 野 佐々木 亮平 助教 

講義① 地域における運動の計画・実

施 

1.地域において運動習慣やスポーツ

習慣の形成に携る職種や制度を理解

し、医療や保健の現場とのつながり

について説明できる。 



・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：健康日本 21（第三次）に

ついて厚生労働省および岩手県のホ

ームページを確認すること。 

4/25 木 1 体 育 学 分 野 佐々木 亮平 助教 

実技① 地域における運動の実践① 

（体育館実技） 

1.地域で実践されている運動プログ

ラムの実際を経験し、その方法や効

果を説明することができる。 

・実技を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

【双方向授業】 

事前学修：玄米にぎにぎ体操につい

て調べておくこと。 

事後学修：身体のどの部位、筋肉に

効いたか確認すること。 

5/2 木 3 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 

佐々木 亮平 助教 

藤野 恵美 非常勤講師 

講義② エアロビクス（有酸素運動）

の実際 

1.有酸素運動としてのエアロビクス

にいて理解し、医療や保健の現場で

の活用について、説明することがで

きる。 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：エアロビクスについてホ

ームページを確認すること。 

5/9 木 1 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 

佐々木 亮平 助教 

佐藤 恵 非常勤講師 

講義③ 高齢者の運動器の機能と評価 

1.高齢者の運動器機能の特徴を理解

し、説明と評価をすることができ

る。 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：フレイル、ロコモティブ

シンドローム、サルコペニアの整

理、確認をすること。 

5/16 木 1 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 

佐々木 亮平 助教 

藤野 恵美 非常勤講師 

実技② 地域における運動の実践②

（体育館実技） 

1.地域等で実践されているスポーツ

としてのエアロビックの実際を経験



し、その方法や効果を説明すること

ができる。 

・実技を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

【双方向授業】 

事前学修：エアロビックについて調

べておくこと。 

事後学修：全身への影響、負荷と自

覚について確認すること。 

5/23 木 1 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 

佐々木 亮平 助教 

佐藤 恵 非常勤講師 

講義④ 生活習慣病予防と運動 

1.生活習慣病予防と運動の関りを理

解し、活用することができる。 

【調査学修】 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：メタボリックシンドロー

ムについて確認をすること。 

5/30 木 1 体 育 学 分 野 佐々木 亮平 助教 

講義⑤ 高齢者の体力測定と運動プロ

グラム 

1.体力測定の目的と評価および各種

運動の特性を理解し、運動プログラ

ムを作成することができる。 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：高齢者の体力測定の実際

について確認をすること。 

6/6 木 1 体 育 学 分 野 佐々木 亮平 助教 

実技③ 体力測定と運動プログラム

（体育館実技） 

1.安全で正確な体力測定を行うこと

ができる。 

2.安全で効果的な運動プログラムを

紹介することができる。 

・実技を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

【双方向授業】 

事前学修：高齢者の体力測定につい

て調べておくこと。 

事後学修：高齢者の体力測定の実際

について、経験した結果をふまえて

確認すること。 

6/13 木 1 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 
佐々木 亮平 助教 
内城 寛子 非常勤講師 

講義⑥ 女性アスリートが抱える身体

的問題とジェンダー 



1.女性アスリートが抱える身体的問

題について説明できる。 

2.スポーツ界におけるジェンダーの

問題について説明できる。 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：女性アスリートや女性を

とりまくスポーツ環境について確認

をすること。 

6/20 木 1 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 
佐々木 亮平 助教 
内城 寛子 非常勤講師 

講義⑦ 健康づくりにおける栄養の実

際 

1.栄養の実際について理解し、エネ

ルギー計算を行い、エネルギーの消

費量と摂取量について説明ができ

る。 

【調査学修】 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：自身のエネルギー摂取量

と消費量について確認をすること。 

6/27 木 1 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 

佐々木 亮平 助教 

藤野 恵美 非常勤講師 

講義⑧ 有事における運動の実際 

1.災害時等における運動不足の状態

を理解し、ストレッチや運動の概要

や方法について説明できる。 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：災害時の運動について確

認をすること。 

7/4 木 1 
体 育 学 分 野 

教養教育センター 

佐々木 亮平 助教 

藤野 恵美 非常勤講師 

実技④ 地域における運動の実践③

（体育館実技） 

1.東日本大震災や新型コロナウイル

ス感染拡大時に行われた運動の実際

を経験し、その方法や効果を説明す

ることができる。 

・実技を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

【双方向授業】 

事前学修：災害時の運動について調

べておくこと。 

事後学修：災害時の運動の実際につ

いて、経験した結果をふまえて確認

すること。 



7/11 木 1 体 育 学 分 野 佐々木 亮平 助教 

講義⑨ ポールを活用したウォーキン

グ 

1.ポールを活用したウォーキングの

歴史や特徴、効果を理解し、医療の

現場とのつながりについて説明でき

る。 

・講義を振り返ってのリアクション

ペーパーを提出すること。 

事前学修：WebClass に公開する資料

を読んでおくこと。 

事後学修：ポールを活用したウォー

キングについて確認すること。 

7/18 木 1 体 育 学 分 野 佐々木 亮平 助教 

実技⑤ 地域における運動の実践④

（体育館実技） 

1.地域で実践されているポールを活

用したウォーキングの実際を経験

し、その方法や効果等を説明するこ

とができる。 

【双方向授業】 

事前学修：ポールを活用したウォー

キングの実際について調べておくこ

と。 

事後学修：ポールを活用したウォー

キングの実際について、経験した結

果をふまえて確認すること。 

 

・ディプロマポリシーとこの科目関連  

１．薬剤師として医療に携わる職業であることを理解し、高い倫理観と豊かな人間性、及び社

会の変化に柔軟に対応できる能力を有しているもの。 

◎ 

2．地域における人々の健康に関心をもち、多様な価値観に配慮し、献身的な態度で適切な医

療の提供と健康維持・増進のサポートに寄与できるもの。 

◎ 

3．チーム医療に積極的に参画し、他職種の相互の尊重と理解のもとに総合的な視点をもって

ファーマシューティカルケアを実践する能力を有するもの。 

◎ 

4．国際的な視野を備え、医療分野の情報・科学技術を活用し、薬学・医療の進歩に資する総

合的な素養と能力を有するもの。 

〇 

 

・評価事項とその方法 

【総括的評価】 

各講義で指定されたテーマについて、提出されたレポート内容と受講態度により総合的に評価す

る。 

1.レポート：70％ 

2.受講態度：30％（講義、実技におけるリアクションペーパーの内容、傾聴及び質疑応答態度、

積極的かつ協調的な取組み姿勢、使用する機器類の取扱や環境を含めた安全面に配慮した参加姿勢

から評価する。） 

【形成的評価】 

講義の際に、これまでの運動およびスポーツ歴をリアクションペーパーにより提出を求め、教育

内容および学修を進めて行くにあたっての確認を行う。なお、前述の内容は成績（総括的評価）に

は反映しない。 
 



・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

書籍名 著者名 発行所 発行年 

授業で配布する資料を使用する。 

 

・特記事項・その他 

【事前事後学修の具体的内容及び時間】 

事前学修として、各講義内容の資料に記載されている医学等の用語の意味・定義を調べ、理解する 

こと。事後学修は各講義の内容について、各ホームページ等を活用し復習すること。事前および事後 

学修時間は、各コマに対して、事前に 37 分、事後に 37 分を要する。 

 

【授業における試験やレポート等の課題に対するフィードバック】 

 講義時間内に各テーマに応じたレポートの記載、提出を求める。レポート課題のフィードバックは 

講義中に行うこととする。 

 

【その他】 

講義 9 回、実技 5 回の計 14 回となる。講義内容によっては体育館等における実技を含むので、ト 

レーニングウェア、体育館用シューズ、水分、タオル、筆記用具等を各自準備すること。新型コロナ 

ウィルス感染予防対策の観点から、講義・実技の前後には手洗いや手指消毒を徹底し、マスクの着用 

（実技時は臨機応変に対応）、換気（排気）に協力すること。スマートフォンを使用した設問を講義 

中に実施する場合がある。講義資料は Webclass で配信する。 

 
・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  ノート型パソコン（Panasonic CF-LX5） 1  講義資料作成等  

講義・実技 ウォーキングポール 60  講義・実技 

 


